
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９．６．３.（ №３ ） 発行：あいち平和行進共同連絡会 

                 ℡052-932-3219  FAX052-931-2651  愛知県原水協 

●岡崎市→安城市コース１４㎞  

行進参加 ４００人名 沿道募金 19436円 

ヒバクシャ国際署名 169筆 折鶴 ６，０００羽 

●豊田市コース ４㎞ 行進参加 70人名  

 

◆三河地域の各所では、 

今年も、あいち平和行進へ広島

で被爆した岡畠修二さんからメ

ッセージをいただき、ご披露し

ました。 

 

「平和行進に参加のみなさま、

大変お疲れさまです。 

 来たる8月6日の原水爆禁止世

界大会に向けて一路邁進されて

いることに心から応援しており

ます。今年もまた、暑い日が続

くと思われますので、熱中症に

はくれぐれもご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

学生に戦争の悲惨さ、平和の尊

さについて語り続けています。

声が出る限りこれからも頑張り

ます。 

 

 

私は広島で爆心地から南方 2000メートルの地点で被爆しました。幸い、放射能による弊害も少

なく、今年は 95歳になります。 

 数十年前から被爆体験をもとに、安城市および近隣都市の小中学生に戦争の悲惨さ、平和の尊さ

について語り続けています。声が出る限りこれからも頑張ります。 

 

 さあ、みなさん！元気に全員ゴールできるよう頑張ってください！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

                             

①知立市役所→→→→→野田公園（昼食）→→→→ﾌﾛｰﾗﾙｶﾞｰﾃﾞﾝよさみ→→→刈谷市役所 

 9:30～9:50         12:30～13:50                                 16:45～17:10 

 

◆岡崎市役所出発集会で、 
被爆２世があいさつ 

 

岡崎実行委員会の木全さんは、被爆２世。広島

の被爆２世として育って来た。健康に不安を感

じながら、生活してきた。被爆者の願いは、核

兵器のない世界。被爆者の願いは、憲法を守る

一歩、被爆者の願いを実現する一歩です。 

紹介された岡崎市長からのメッセージでは、核

兵器や戦争のない平和な世界は、唯一の被爆国

の日本国民のみならず、人類の共通の願い、 

 

 

 

 

私自身も、世界平和を望み、二度とあのような悲惨な戦争を繰り返してはならないと思っている。 

「核兵器や戦争のない平和な世界の実現は、唯一の被爆国である我が国の国民のみならず、世

界人類の共通のねがいであり、私自身も心から望んでいる。 

 世界の恒久平和実現に向けて力強い行進をされる事をお祈り申し上げます。」 

 代読された、総務部長さんは行進団と共に、歩いていただきました。 

 

被爆２世の大村義則県原水協代表委員からの「被爆

７５年の来年は、ヒバクシャ国際署名最後の年。い

ろいろな取り組みが予定され、ＮＰＴ再検討会議

が、開かれる年でもある。ニューヨークで原水爆禁

止世界大会も開かれる。 

 今年の平和行進は、禁止条約の発行と日本政府の

批准を求めてもいます。この豊田からも大きく声を

挙げましょうと呼びかけました。 

 フィリピンから参加している、ガリレオ君は、タ

ガログ語で平和の歌をレゲエ調に歌い、参加者から

喝采を受けていました。 


